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令和７年度 秋季特別展「かがみ―含水居蔵鏡と銅鏡史―」と 

埋蔵文化財講演会の開催について 

 

１ 目 的 

奈良市教育委員会では、2022～2024 年度に実施した富雄丸山古墳の発掘調査で、これまで

に類を見ない「鼉龍文盾形銅鏡」や４面の「中国鏡」が出土しました。 

また、奈良市内では銅鏡の個人コレクターとして著名な「含水居蔵鏡」が知られており、平

成 12 年に飛鳥資料館でこのうち約 70 面の海獣葡萄鏡等が展示されています。このコレクシ

ョンには、ここで展示されなかったその他の中国鏡等が約 60 面あることが近年の調査で判明

しました。 

これらは偶然にも同時期の調査により判明したことで、今後、奈良市としても銅鏡の重要

性や意義を広く市民に知っていただくことが有意義だと考えます。そこで、これらの銅鏡の

展示を通して、銅鏡の歴史を学んでいただくことを目的に、本特別展を企画します。 

 

２ 会場・日時 

  秋季特別展 

奈良市埋蔵文化財調査センター１階展示室・展示室前ロビー 

令和７年 11月４日（火）～12月 26日（金） 土曜日・祝日は休館（日曜日は開館） 

９時～17時（入館は 16時半まで） 入館無料 

 

埋蔵文化財講演会 

   奈良市埋蔵文化財調査センター３階講座室 

    令和７年 11月 23日（日） 午後１時～４時半 聴講無料 

    岩本 崇（島根大学准教授）「富雄丸山古墳出土鏡群の歴史的意義」 

    村瀨陸（埋蔵文化財調査センター活用係主務）「含水居蔵鏡とミクロな銅鏡の世界」 

●募集要項 

    往復葉書に住所・氏名（ふりがな）・電話番号を記載の上、埋蔵文化財調査センターまで。 

葉書１通に１人限り。締め切りは 11月７日（金）必着。定員５０名。 

応募者多数の場合は抽選 

 

 

３ 内 容 

 第１部 含水居蔵鏡 

含水居蔵鏡は、海獣葡萄鏡を中心とする個人コレクションであり、高松塚古墳出土鏡の同型

鏡などを含む重要な資料として知られています。今回、ご縁があり資料をご寄託いただき調査

を行ったところ、殷・戦国・漢・宋の各時代の銅鏡もコレクションに含まれていることが明ら

かとなり、総数 138 面にのぼることがわかりました。本展示では、これらの銅鏡をもとに、銅

鏡の歴史を学ぶ機会として、展示を行います。 



 主な展示品 

 含水居蔵鏡 

 

第２部 富雄丸山古墳出土鏡 

富雄丸山古墳では、墳頂部から破片１点、造出し部の粘土槨から４面の銅鏡が出土しました。

これらは現在、保存処置中であるため、破片を除いてパネル展示となりますが、その魅力を速

報的に発信する機会とします。また、デジタルマイクロスコープで明らかになった最新成果な

ども公開します。 

主な展示品 

富雄丸山古墳出土斜縁神獣鏡片、富雄丸山古墳出土鏡の写真パネル 

 

第３部 平城京跡出土鏡 

  平城京跡からも、いくつかの銅鏡が出土しています。今回は、はじめてこれらを一括公開し 

ます。 

主な展示品 

平城京跡出土鏡 15 面程度 

 

 

４ 問合せ先 

 奈良市教育委員会文化財課埋蔵文化財調査センター  

 〒630-8135 奈良市大安寺西二丁目２８１番地 

電話 ０７４２（３３）１８２１ Fax ０７４２（３３）１８２２   

E-mail：maizoubunka@city.nara.lg.jp 

担当：村瀨 陸 


